






































The method of our own conserved serum












































































































































日赤検査第 45 巻第 2 号1）で報告の通り、始
業時の簡便な精度管理にこのプール血清を使
用し、現在ではAM8：00 外来採血から外来診
療に大きく貢献している。最近は地域サーベ
イや各種サーベイでプール血清が利用される
ことも少なく無い 5〜9）。プール血清の作製法は、
目的に合わせた作製法であるべきと考える。
作製をさらに簡便化する為にはシステム化
が必須である。搬送機におけるストックヤー
ドの極異常値検体ポジションの出力や各ボト
ル濃度オンライン入力による濃度調整の自動
化等が可能であれば、作製者の負担はさらに
減少すると期待される。
電解質や脂質項目・免疫項目の濃度調整が
今後の課題であるが、プール血清の作製にさ
らなる創意工夫を加え、煩雑でない作製法が
スタッフに根付く様に努力を惜しまず取り組
んで行きたい。
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